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海底熱水鉱床は、地下深部に浸透した海水が、マグマ等の熱により熱せられ、地殻に含まれる有
用元素を抽出しながら海底に噴出し、それが冷却される過程で熱水中の銅・鉛・亜鉛・金・銀等
の重金属が沈殿することにより生成される多金属硫化物鉱床である。水深1000mを越える深海域
において海底下100m以浅に腑存すると考えられる海底鉱物資源の探査に対しては、従来の探査
手法では、鉛直方向の賦存状況等、資源量に関する情報を効率よく取得することが困難である。
このため、海底下の地質構造や物性等を高分解能で把握することを目的とした文部科学省では探
査技術の高度化に関する研究開発「基盤ツール開発」を公募した。「接地型音波探査システム」
として「バーティカルサイスミックケーブル方式反射法地震探査(VCS)システムの開発」として
採択された研究課題について報告する。

「基盤ツール」開発として研究を進めているVCS（Vertical Cable Seismic）は、通常の反射法地
震探査とは違い、海底面下の地層境界から反射してきた地震波を海底面から鉛直に配置されてハ
イドロフォンセンサーで受振するという特徴がある。この手法の長所としては、以下の項目が挙
げられる。
(1) 1km×1kmといった比較的狭い探査対象エリアにおいて三次元地下構造イメージを得ること
が可能である。
(2)センサーが海底面近傍に設置されるため、高分解能なイメージを得ることが可能である。
(3)バーティカルケーブルは海底面に接地されるが、センサー自体は海底面に接地されないた
め、海底面の起伏の激しい海域でも、設置やカップリングの問題が生じない。
センサーが海底に着底しているOBC/OBSでは、海底直下の反射面からの反射をとらえることが
困難であるが、VCSの場合には海底から離れてセンサーが展開されているので、直下からの反射
をとらえやすく、極浅部を対象としたイメージングが可能である。
鉛直方向に展開された複数のセンサーを使って記録された波の進行方向を把握することができ
る。海底地形が複雑な場合、散乱波などが生じてノイズになるが、鉛直に配列された複数のセン
サーの記録を組み合わせることで、地下からの反射波だけ抽出を取り出すことが可能になる。
(4)発震点とバーティカルケーブルを適切に配置することにより、いろいろな方向からの反射波
を取得できる(マルチアジマス)。一方向からの反射波では障害物などがあり探査対象をイメージ
できない場合にも、多方向からの反射波を使うことでイメージできる可能性が高い。
(5)海上震源、海中震源（深海曳航震源）、海底震源等各種の震源に対応することができる。

「基盤ツール」研究の中では、FSとして昨年11月に「琵琶湖におけるVCS調査」を実施し、高



品質の三次元イメージを得ることができた。このデータ取得、データ解析を中心に、VCS探査の
特長を説明する。
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